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法の構造
①法律・条文とはどのようなものか、
その構造・読み方・使い方を学びましょう。

②全科目及び各科目の全体像をつかみましょう。

論文解法
入門

各科目の論文問題の入門的な解法を伝授します。
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全
14
回
）

基礎講義
（憲・民・刑）

総合講義
（商・民訴・刑訴・行政）

講義
アウトプットにつながる形で基礎知識を伝授します。
復習
①短答基礎（総合）トレーニングテキストの問題を解き、インプットした知識を定着させましょう。
②論文基礎（総合）トレーニングテキストの問題をできる限り解いて、インプットした知識を論文答案として
アウトプットする準備をしましょう。

応用講義

講義
憲法・民法・刑法で求められる応用知識を横断的にインプットしましょう。（※その他の科目では、基礎知識で足ります。）
復習
短答・論文応用トレーニングテキストの問題を解き、インプットした知識を定着させましょう。そして、論文は、
掲載の問題をできる限り解いて、インプットした知識を論文答案としてアウトプットする準備をしましょう。
※ここまでの実力テストや答練で実践的訓練を積んできたので、応用講義は実力テストは実施しません。全体を横断的に見直すことで、
法律総合講座最後の総復習をすることを優先します。

実力テスト

・実力テストの準備を兼ねて、基礎講義の復習を始めることにしましょう。
・基礎講義でインプットした知識を論文答案としてアウトプットできるか、皆さんの現時点での実力を、答案を
添削してチェックします。

▼
・講師は、個々人の実力を伸ばすのに最適な基礎講義となるよう、フィードバックします。
・実力テストでアウトプットするためには、どのように知識をインプットすればいいのかという問題意識を
持って基礎講義を受講すれば効果倍増！

※商・民訴・刑訴・行政は、総合講義の1回目で実施します。

※商・民訴・刑訴・行政は、総合講義の1回目で実施します。


